






























































研究はフォリナー・トークディスコース研究（foreigner talk discourse: FTD）と称され
（Hatch et al 1978）、その概念の下で、Long（1981）、Krashen（1982）などに代表される




























































湾が 2人で、平均年齢は 31歳（27歳～ 39歳）であることが分かった。また、2006年 12
月現在、日本滞在歴は平均 6.5年（最短 4年～最長 10年）で、日本語学習歴は平均 12年
（最短 7年～最長 16年）であった。一方、日本語教授歴は、母国での教授歴を含めて平均


















































































































































































































































































 2） 非母語話者教師の、女性 14人は契約講師であり、男性 1人は客員講師（専任）である。
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